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10
月
24
日
に
行
わ
れ
た
飯
田
市
長
選
挙
で
、
田
中
市

長
か
ら
バ
ト
ン
を
受
け
、
新
し
く
市
長
に
就
任
さ
れ
た

牧
野
光
朗
（
ま
き
の
み
つ
お
）
さ
ん
に
、
今
後
の
市
政

運
営
に
つ
い
て
の
抱
負
を
う
か
が
い
ま
し
た
。�

飯田市長�

牧野光朗�
　
こ
の
度
飯
田
市
長
に
就
任
し
ま
し
た

牧
野
光
朗
で
す
。
今
年
の
３
月
ま
で
日

本
政
策
投
資
銀
行
に
勤
め
て
お
り
、
内

外
の
地
域
づ
く
り
や
産
業
振
興
に
携
わ

っ
て
参
り
ま
し
た
。
日
本
の
地
域
が
大

き
な
転
換
の
時
期
を
迎
え
た
今
こ
そ
、

私
の
経
験
を
故
郷
飯
田
の
た
め
に
役
立

て
た
い
、
と
考
え
て
お
り
ま
す
。�

　
時
代
は
ま
さ
に
大
き
な
転
換
期
に
あ

り
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
少
子
高
齢
化
、

情
報
化
、
国
民
の
価
値
観
の
多
様
化
な
ど
、

私
た
ち
が
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が

な
い
変
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。

地
方
行
政
を
取
り
巻
く
状
況
も
、
例
外

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
戦
後
、
全
国
総
合

開
発
計
画
の
名
の
下
で
進
め
ら
れ
た
国

の
地
域
政
策
の
基
本
理
念
は
「
地
域
間

格
差
是
正
」
で
し
た
。
日
本
の
国
土
の

ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
、
ど
ん
な
に
山

の
中
や
離
れ
小
島
で
あ
っ
て
も
、
あ
る

程
度
の
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
国
が
下

支
え
を
し
て
い
く
と
い
う
考
え
方
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
バ
ブ
ル
崩
壊
に
よ
り
右
肩

上
が
り
の
時
代
が
終
わ
る
と
、
国
に
は

膨
大
な
借
金
が
残
り
ま
し
た
。
隠
れ
借

金
も
入
れ
る
と
１
千
兆
円
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
借
金
を
減
ら
さ
な
い
と
国

の
経
済
が
ガ
タ
ガ
タ
に
な
り
か
ね
な
い

大
変
深
刻
な
状
況
で
す
。
仕
方
な
く
、

国
は
三
位
一
体
改
革
の
名
の
下
に
、
こ

れ
ま
で
の
地
域
政
策
を
転
換
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
り
ま
し
た
。
「
国
の
下
支
え
は

も
は
や
難
し
い
。
自
立
し
て
い
け
る
地

域
は
自
立
し
て
い
っ
て
く
れ
。
自
立
で

き
そ
う
に
な
い
地
域
は
自
立
し
て
い
け

る
地
域
に
助
け
て
も
ら
っ
て
く
れ
。
」
と

い
う
考
え
方
で
す
。
即
ち
「
地
域
間
格

差
是
正
」
か
ら
「
地
域
間
格
差
容
認
」
へ
、

国
の
地
域
政
策
の
理
念
は
大
転
換
さ
れ
、

日
本
の
地
域
は
ど
こ
も
、
好
む
と
好
ま

ざ
る
と
に
関
わ
ら
ず
、
地
域
の
総
力
を

賭
け
た
地
域
間
競
争
の
時
代
に
急
速
に

入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。�

　
私
た
ち
の
飯
田
市
も
例
外
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
国
の
下
支
え
に
頼
ら
な
く
て

も
自
立
し
て
い
け
る
地
域
な
の
か
点
検

し
て
み
る
と
、
飯
田
の
経
済
的
自
立
度

は
45
％
程
度
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

こ
れ
は
大
変
厳
し
い
数
字
と
言
わ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。
し
か
も
飯
田
の
ま
わ
り

に
は
助
け
て
も
ら
え
る
よ
う
な
自
立
度

の
高
い
大
き
な
都
市
は
あ
り
ま
せ
ん
。

飯
田
市
は
ど
れ
程
困
難
で
あ
っ
て
も
、

自
ら
の
足
で
立
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
熾
烈
な
地
域
間
競
争
時
代

に
生
き
残
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
れ

か
ら
の
10
年
間
で
経
済
的
自
立
度
を
何

と
し
て
で
も
70
％
程
度
に
ま
で
押
し
上

げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。�

　
従
っ
て
私
は
、
こ
れ
ま
で
掲
げ
て
き

た
「
環
境
文
化
都
市
」
の
良
い
理
念
を

継
承
し
つ
つ
、
飯
田
を
大
幅
に
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
さ
せ
て
「
文
化
経
済
自
立
都
市
」

の
創
出
を
目
指
す
所
存
で
す
。
幸
い
飯

田
市
は
、
小
さ
く
て
も
多
種
多
様
な
産

業
基
盤
、
豊
か
で
美
し
い
自
然
な
ど
、

国
内
外
に
誇
り
う
る
優
れ
た
基
盤
を
持

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
資
源
を
真
に

活
か
し
、
資
源
を
資
産
に
変
え
て
い
く

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
市
民
一
人
ひ
と
り

が
住
み
良
さ
を
実
感
で
き
、
誇
り
を
持

っ
て
未
来
を
語
る
こ
と
の
で
き
る
地
域

づ
く
り
に
つ
な
が
る
は
ず
で
す
。�

　
国
の
下
支
え
に
頼
ら
な
く
て
も
、
こ

れ
ま
で
同
様
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
提

供
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ど
れ
だ
け
自

主
財
源
が
確
保
で
き
る
か
が
決
め
手
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
「
株
式
会
社

飯
田
市
役
所
」
の
発
想
が
必
要
で
す
。

ど
う
し
た
ら
税
収
を
伸
ば
す
こ
と
が
で

き
る
の
か
、
ど
う
し
た
ら
コ
ス
ト
を
削

減
で
き
る
の
か
、
行
政
が
民
間
会
社
の

よ
う
に
自
ら
考
え
実
行
し
て
い
け
ば
、

必
ず
財
源
は
出
て
来
ま
す
。
市
役
所
は
、

言
っ
て
み
れ
ば
市
内
最
大
の
サ
ー
ビ
ス

産
業
で
す
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
業
の
プ
ロ

と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
銀
行
や
ホ
テ

ル
に
負
け
な
い
く
ら
い
の
良
質
な
サ
ー

ビ
ス
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
提
供
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。�

　
私
と
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
産
業
経

済
人
と
し
て
の
経
験
と
内
外
に
構
築
し

た
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
、
人

と
人
と
を
結
び
、
心
と
心
を
結
ぶ
「
水

引
型
地
域
運
営
」
に
尽
力
し
て
い
く
所

存
で
す
。�

　
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。�
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� 2004.11.15［広報いいだ］�

■条件�
　①飯田市国民健康保険に加入していること�
　②「老人保健」の認定を受けていないこと�
　③厚生年金などの老齢（退職）年金を受けていて、
　　その期間が20年（または40歳以降に10年）
　　以上加入していること�
■手続きの方法�
○場所　市役所保健課国保係、各支所、�
　　　　りんご庁舎市民証明コーナー�
○持ち物�
　・国民健康保険証�
　・年金証書（一番最初に受け取った証書で、年　
　　金加入月数が確認できるもの）�
　　※年金証書がない場合は、年金裁定通知書�
　・福祉医療を受けている方は、その受給者証�

☆退職者医療制度で医療を受ける方の医療費のう
　ち、本人の自己負担分以外は、国保税と社会保険
　などが出し合う「拠出金」によってまかなわれます。
　健全な国保運営のためにも、対象となる方は必
　ず届出をしてください。�

※既に届出が済んでいる方には、図の保険証（黄色）を�
　お渡ししてあります。お手元の保険証を確認してください。�

このマークが入っています。�

ご存知ですか 「退職者医療制度」�

■問合せ　保健課　国保係　内線5523

会社や官公庁などを退職して厚生年金・共済年金などを受けられる75歳未満の方と
その扶養家族は、退職者医療制度でお医者さんにかかることになります。�
次の条件すべてに当てはまる方は、年金証書を受け取ったら、必ず14日以内に届出を
してください。�

児
童
手
当
等
の�

申
請
は
お
済
み
で
す
か�

�

第
56
回
人
権
週
間�

�

新
潟
県
中
越
地
震
災
害�

義
援
金�

�
11月の納税�

納税には便利な口座振替を
ご利用ください�

税目�

納期�

国民健康保険税(11月分)

11月30日(火)

�
�
�
�
�
�

������� 
対
象
児
童
を
養
育
し
て
い
る

方
に
は
児
童
手
当
等
が
支
給
さ

れ
ま
す
。
子
ど
も
が
産
ま
れ
た

方
、
転
入
さ
れ
た
方
な
ど
で
、

該
当
す
る
方
は
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。�

▼
対
象
　
出
生
日
か
ら
、
９
歳

　
到
達
後
最
初
の
３
月
３１
日
ま

　
で
の
間
に
あ
る
児
童
を
養
育

　
し
て
い
る
方
。�

※
養
育
者
の
前
年
の
所
得
が
一

　
定
以
上
の
場
合
は
児
童
手
当

　
等
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。�

▼
申
請
場
所
　
市
役
所
市
民
課
、

　
各
支
所
、　
り
ん
ご
庁
舎
�

▼
問
合
せ
　
児
童
課
　
家
庭
係
�

　
内
線
５
３
４
６
�

�

�����������　
日
本
赤
十
字
社
飯
田
市
地
区

は
、
新
潟
県
中
越
地
震
災
害
の

義
援
金
を
募
集
し
て
い
ま
す
。�

▼
場
所
　
市
役
所
本
庁
窓
口
、

　
り
ん
ご
庁
舎
、
市
役
所
各
支

　
所
、
飯
田
５
地
区
公
民
館
�

※
郵
便
振
替
を
利
用
す
る
こ
と

　
も
で
き
ま
す
。
詳
細
は
お
問
 

 

 

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
期
間
　
１２
月
２７
日
b
ま
で
�

▼
こ
れ
ま
で
の
義
援
金
の
報
告
�

　
日
赤
飯
田
市
地
区
は
、
新
潟
、

　
福
井
を
始
め
と
し
た
台
風
・

　
豪
雨
災
害
地
域
へ
の
義
援
金

　
と
し
て
寄
せ
ら
れ
た
総
額
５

　
８
８
、
０
８
６
円
（
１１
月
８
日

　
現
在
）
を
被
災
地
に
送
り
ま

　
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う

　
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

▼
問
合
せ
　
福
祉
課
�

　
内
線
５
３
７
３
�

�������　
１２
月
４
日
g
〜
１０
日
f
は
、

人
権
週
間
で
す
。「
育
て
よ
う
一

人
一
人
の
人
権
意
識
―
身
近
な

こ
と
か
ら
人
権
を
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
―
」
を
重
点
目
標
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
い
ま
す
。�

　
１２
月
６
日
b
に
は
、
人
権
擁

護
委
員
の
皆
さ
ん
に
よ
る
街
頭

人
権
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
、

人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。�

▼
人
権
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
�

　
ア
ピ
タ
飯
田
店
、
ジ
ャ
ス
コ

　
飯
田
店
の
店
頭
�

○
時
間
　
午
前
１１
時
か
ら
�

▼
人
権
相
談
所
開
設
�

　
暮
ら
し
の
中
で
起
き
る
さ
ま

　
ざ
ま
な
人
権
問
題
の
相
談
に

　
人
権
擁
護
委
員
が
応
じ
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守

　
さ
れ
ま
す
。�

○
時
間
　
�

　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
�

○
場
所
　
り
ん
ご
庁
舎
�

▼
問
合
せ
　
福
祉
課
�

　
内
線
５
３
７
３
�
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飯
田
市
職
員�

三
遠
南
信
サ
ミ
ッ
ト�

　
南
信
州
開
催�

交通事故発生状況�
（10月31日現在）�

件数・・・562件（ー74）�

死者・・・       ・・　2人（ー10）�

傷者・・・717人（ー111）�

（   ）内前年同期対比�

運転中�
　見逃さないで�
　　　　小さな手�

�

���

　「
新
た
な
歴
史
の
扉
を
拓
く

〜
三
遠
南
信
か
ら
の
発
信
〜
」
を

テ
ー
マ
に
、
三
遠
南
信
地
域
の
一

体
的
な
発
展
と
一
層
の
連
携
、
交

流
を
目
指
し
て
開
催
し
ま
す
。�

　
全
体
会
と
行
政
サ
ミ
ッ
ト
、

経
済
サ
ミ
ッ
ト
を
一
般
公
開
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。�

▼
開
催
日
　
１１
月
２５
日
e

▼
日
程
　
下
表�

▼
申
込
方
法
　
は
が
き
に
住
所
、

　
氏
名
、
電
話
番
号
、
希
望
の

　
サ
ミ
ッ
ト
（
行
政
サ
ミ
ッ
ト

　
を
希
望
す
る
場
合
は
希
望
の

　
分
科
会
）
を
明
記
の
上
、
郵

　
送
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
申
込
締
切
　
１１
月
２２
日
b�

▼
申
込
・
問
合
せ�

　
〒
３
９
５
―
８
５
０
１
�

　
飯
田
市
大
久
保
町
２
５
３
４�

　
飯
田
市
企
画
部
企
画
課�

　
内
線
２
２
２
３�

�������　
平
成
１７
年
４
月
１
日
採
用
予

定
の
職
員
採
用
試
験
を
実
施
し

ま
す
。�

▼
試
験
区
分
　
下
表
�

▼
試
験
実
施
要
綱
と
受
験
申
込

　
書
の
入
手
方
法
�

○
市
役
所
人
事
課
、
市
役
所
各

　
支
所
窓
口
で
受
け
取
り
�

○
郵
送
　
１
２
０
円
切
手
を
貼

　
っ
た
返
信
用
封
筒
（
試
験
区

　
分
と
宛
先
明
記
、
角
形
２
号
）

　
を
同
封
し
、
人
事
課
へ
請
求
�

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
　
市
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
（
ア
ド
レ
ス
は
８

　
Ｐ
下
）
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー

　
ド
�

▼
申
込
書
類
　
�

○
受
験
申
込
書
�

○
８０
円
切
手
を
貼
っ
た
長
形
３

　
号
封
筒
（
試
験
区
分
と
宛
先

　
明
記
）�

▼
申
込
方
法
�

　
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

　
の
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５

　
時
１５
分
の
間
に
人
事
課
へ
本
�

���　
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
作
品
（
書
、

日
本
画
、
洋
画
、
写
真
な
ど
）

を
展
示
し
ま
す
。
ま
た
、
日
ご

ろ
取
り
組
ん
で
い
る
民
謡
、
詩

吟
な
ど
の
芸
能
発
表
会
も
行
い

ま
す
。�

　
芸
術
の
秋
、
お
揃
い
で
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。�

▼
高
齢
者
作
品
展
�

○
日
時
�

・
１２
月
１５
日
d
　
�

　
午
後
１
時
〜
４
時
�

・
１２
月
１６
日
e
�

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
　
�

▼
高
齢
者
芸
能
発
表
会
�

○
日
時
　
１２
月
１６
日
e
�

　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
�

▼
場
所
　
文
化
会
館
�

▼
問
合
せ
�

　
介
護
高
齢
課
　
高
齢
者
係
�

　
内
線
５
３
８
１
�

高
齢
者
作
品
展
と�

芸
能
発
表
会
開
催�

�����������������������　
人
ま
た
は
代
理
者
が
持
参
。

　
郵
送
も
可
。�

▼
申
込
締
切
　
１１
月
２５
日
e�

※
郵
送
の
場
合
は
消
印
有
効
。�

▼
申
込
・
問
合
せ�

　
〒
３
９
５
―
８
５
０
１�

　
飯
田
市
大
久
保
町
２
５
３
４�

　
飯
田
市
総
務
部
人
事
課�

　
内
線
２
１
３
２
　�

飯田市職員採用試験�

試験�
区分�

視能�
訓練士� 1人�

昭和49年�
４月２日以降の�
出生者�

教養試験�
作文試験�
性格検査�

12月5日A

採用予�
定人数�

受験資格（詳細は実施要綱参照）�

資格および免許� 年齢�

給与※�

初任給� 手当�

第１次�
試験方法�

第１次�
試験日�

※給与は平成16年４月１日現在の額です。�

４.4月
ほか�
手当�

視能訓練士免許取得者
（平成17年の春までに
行われる国家試験によ
り、当該免許を取得す
る見込みの者を含む）�

173,100円�
（短大3卒）�
183,000円�
（大学卒）�

■問合せ 環境保全課 内線5245

○モニター期間�
　来年1月1日から2年間�
○薪ストーブ、ペレットスーブ　
　の使い方をモニターしてい
　ただきます。個人、法人、団体
　を問いません。�
○ストーブ設置費用の5分の1
　を補助します。（上限あり）�
※詳細はお問い合わせください。�

全体会（午後1時～3時）�
場所：飯田市公民館�

行政サミット�
場所：シルクホテル�

経済サミット�
場所：飯田市公民館�

サミット（午後3時30分～5時）�

基調講演「地方分権と道州制について」�
　講師：田村秀氏（新潟大学助教授）�

講演会「南信州地域の産業と地域連携」�
　講師：萩本範文氏（多摩川精機（株）社長）�

第1分科会 「自治の扉」�
　～住民による主体的な地域づくり～�
第2分科会 「環境の扉」�
　～環境資源を活かした地域づくり～�
第3分科会 「交流の扉」�
　～人と人との交流・連携による地域づくり～�

in

動物園の�
休園日�

■問合せ 動物園�
22-0416

11月22日b◆24日d�
　◆29日b�
12月6日b◆13日b

　◆20日b◆24日f
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� 2004.11.15［広報いいだ］�

キ
ム
チ
の
素
作
り
講
座�

お
正
月
の
生
け
花
講
座�

初
級
パ
ソ
コ
ン
教
室�

年
賀
状
を
作
ろ
う�

手数料金額�長さ、幅、高さの合計�

　　　　    150cm未満�

150cm以上200cm未満�

200cm以上250cm未満�

250cm以上300cm未満�

300cm以上350cm未満�

350cm以上400cm未満�

400cm以上450cm未満�

450cm以上500cm未満�

500cm以上　　　　　 

1,120円�

1,740円�

2,360円�

2,980円�

3,600円�

4,220円�

4,840円�

5,460円�

収集しません�

長さ� 幅�

高�
さ�

家庭から発生する粗大ごみの処分で、�
・ごみ集積所に運べない。�
・集積所に出せない大きさで、処分場にも運べない。�
といった事情でお困りの方、有料で戸別収集します。�

対象になるもの　　　　応接セット、机、大型ステレオ、本棚、大型健康器具など�
�
対象にならないもの　　冷蔵庫・冷凍庫・エアコン・テレビ・洗濯機・パソコン�
　　　　　　　　　　　（これらの回収についてはお問い合わせください。）�
　　　　　　　　　　　※農業用や事務用など事業系のものや、焼却炉も対象になりません。�

■問合せ　環境保全課　廃棄物対策係　内線5244

※手数料にはごみ処理費用負担分が含まれています。�

◆申込方法�
　まず回収を希望する粗大ごみの3辺を測り、メモしてください。
　このメモと、右表による手数料を持って、お住まいの地区の
　支所か市役所環境保全課窓口でお申し込みください。�
◆受付時間　午前8時30分～午後5時15分�
◆収集日時　後日、収集業者が直接ご連絡します。�
　　　　　　ご都合を打ち合わせください。�
※収集場所は、2トン車が入れる場所とします。�

申込受付期間（土・日曜日は除きます）�

�
�
�
�
�
�

▼
定
員
　
１６
人
�

▼
受
付
開
始
　
１２
月
１
日
d
�

▼
受
付
時
間
�

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
９
時
�

　（
日
曜
・
祝
日
は
午
後
５
時
）�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
�

　
1
（
２
３
）
５
５
７
１
�

���　
自
分
で
作
っ
た
キ
ム
チ
の
素

を
持
ち
帰
り
、
漬
け
物
や
韓
国

料
理
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

男
性
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。�

▼
日
時
・
場
所
�

○
１２
月
１１
日
g
�

　
午
前
９
時
〜
正
午
�

　
伊
賀
良
公
民
館
�

○
１２
月
１２
日
a
�

　
午
前
９
時
〜
正
午
�

　
丸
山
公
民
館
�

※
申
込
時
に
い
ず
れ
か
の
日
を

　
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
受
講
料
　
１
、５
０
０
円
程
度
�

▼
持
ち
物
�

　
エ
プ
ロ
ン
、
手
ぬ
ぐ
い
　
�

▼
定
員
　
各
２０
人
（
先
着
順
）�

▼
応
募
締
切
　
１１
月
３０
日
c
�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
男
女
共
同
参
画
課
�

　
内
線
５
３
５
１
�

�������▼
日
時
�

　
１１
月
２９
日
b
〜
１２
月
３
日
f
�

○
午
前
の
部
�

　
午
前
１０
時
〜
正
午
�

○
午
後
の
部
�

　
午
後
２
時
〜
４
時
�

▼
場
所
　
り
ん
ご
庁
舎
３
階
�

▼
受
講
料
　
５
、
０
０
０
円
�

▼
定
員
　
午
前
・
午
後
各
２０
人
�

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
。�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
男
女
共
同
参
画
課
�

　
内
線
５
３
５
２
�

���▼
対
象
者
　
市
内
に
住
ん
で
い

　
る
か
、
市
内
に
勤
務
す
る
お

　
お
む
ね
３５
歳
ま
で
の
方
。�

▼
日
時
　
１２
月
２７
日
b
�

　
午
後
７
時
〜
９
時
３０
分
�

▼
講
師
　
小
松
久
美
子
氏
�

　（
華
道
家
元
池
坊
教
授
）�

▼
持
ち
物
　
木
ば
さ
み
、
剣
山
�

▼
材
料
費
　
１
、
５
０
０
円
�

受付期間� 対象地区�

12月1日d～10日f

1月4日c～11日c

2月1日c～10日e

山本、伊賀良�

橋北、橋南、羽場、丸山、東野�
松尾、下久堅、上久堅、鼎�

座光寺、上郷、千代、龍江�
竜丘、川路、三穂�

粗大ごみを自分で運べない方�
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冬休みおさらい教室科目など� ���▼
対
象
者
　
小
・
中
学
生
�

▼
期
間
　
来
年
１
月
４
日
c
〜

　
１０
日
-（
８
日
g
は
休
み
）�

▼
場
所
　
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ

　
ラ
ザ
（
上
郷
支
所
西
隣
）�

������������▼
指
導
者
　
教
職
を
退
い
た
、

　
経
験
豊
富
な
シ
ル
バ
ー
人
材

　
セ
ン
タ
ー
の
会
員
。�

▼
定
員
　
各
学
年
８
人
。�

▼
募
集
開
始
　
１２
月
１
日
d
�

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
。�

▼
申
込
方
法
　
シ
ル
バ
ー
人
材

　
セ
ン
タ
ー
事
務
局
に
費
用
を

　
添
え
て
申
し
込
み
。�

▼
申
込
・
問
合
せ
　
シ
ル
バ
ー

　
人
材
セ
ン
タ
ー
（
鼎
支
所
内
）�

　
1
（
２
２
）
８
６
９
０
�

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー�

冬
休
み
お
さ
ら
い
教
室�

11月30日（火）～12月5日（日）�

　飯田城堀家所蔵図書を、わかりやす
く展示します。�
○日本名山図会�
　（谷文兆画の江戸版日本百名山）�
○草木育種�
　（本草図譜の岩崎灌園による挿し木接
　ぎ木などの技術書）�

　図書館を中心に活動する創作童話の
会と文章講座の会の作品を、朗読ボラ
ンティア「声の輪」会員が朗読します。�
　創作と朗読の共同による新しい世界
をお楽しみください。�

　昨年の中学生との読書会において、
読書会の新たな方向性を見いだした飯
伊婦人文庫が、今年は高校生とともに
島崎藤村の「破戒」を読みます。�
　ぜひご参加ください。�

「日本名山図会」�
　画家の谷文兆は、
江戸南画の開拓者。
名山図会では全国
を歩いて八十八の
写生画を収録して
いる。�
（左図は浅間山）�

昨年の中学生
との読書会�
「坊っちゃん」�

■問合せ　中央図書館　内線4230

11月30日C～12月5日A�
中央図書館�

12月4日G　午前10時30分～�
中央図書館�

12月4日G　午後１時30分～�
中央図書館�

12月5日A　午後１時～3時�
鼎文化センターホール�

コラボレーション�
（創作文学と朗読の共同事業）

高校生との読書会�

「頭で読むこと 心で読むこと」�
～一生読み続けるための教育～�

図書館特殊コレクション展� 子安美知子講演会�

対象� 時間� 科目�受講料�

小学生�
1～3年�

4～6年�

中学生�

国語�
算数�4,500円�

6,500円�
国語�
数学�
英語�

〜�

　9：30�

11：30

〜�

12：00�

14：00

〜�

14：00�

17：00

　早稲田大学名誉教授子安美知子氏
による講演です。今回は特に読むこ
とに焦点を当てての講演です。�
○チケット　500円（中央・鼎・上郷
　図書館、鼎公民館にて販売）�
○定員　600人�
※託児があります。希望者は事前にお申
　し込みください。（先着25人です）�
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� 2004.11.15［広報いいだ］�

受講料�
週1回コース� 週2回コース�

1カ月�
単位�
月々更新�
�

期間（月）�

1月～3月�

�

同上�

�

同上�

�

同上�

�

同上�

◆問い合わせ・会場　サンヒルズいいだ　　1（26）7090�
◆申し込みは、事務所まで直接お越しください。�
◆サンヒルズいいだホームページ　http://www.iidanet.or.jp/̃sunhills�
�

�

午後�

夜間�

午後�

夜間�

午後�

夜間�

午後�

夜間�

午後�
�

�

火・金（20回）�

月・水（20回）�

月・水（20回）�

火・金（20回）�

火�

水�

第2・4月（6回）�

第2・4火（6回）�

水�

講座名�

パソコン入門�
文書作成・表計算�

パソコン入門�
デジカメ・ホームページ�

英会話�
�

フラワーアレンジメント�
�

トールペインティング
�

�

時間�

ＰＭ1：30～3：30�

ＰＭ6：30～8：30�

ＰＭ1：30～3：30�

ＰＭ6：30～8：30�

ＰＭ1：00～2：30�

ＰＭ7：00～8：30�

ＰＭ2：00～3：30�

ＰＭ6：30～8：00�

ＰＭ1：30～3：00�
�

�

�

�

�

定員� 受講料�

�

23,100円�

�

�
15,750円�

�

6,000円�

�

12,000円�

�

�

教材費�
�

2,100円�

�

1,000円�

�

な　し�

�

講座名�
�

�

水　　泳�
（初級者コース）�

�

水　　泳�
（中・上級コース）�

リフレッシュ�
クラス�

アクアシェイプ�

�
�

腰痛水泳�

�

アクアビクス�

�
�

エアロビクス�

�

水中健康体操�

�
シェイプアップ�
クラス�

フィットネス�
ウオーキング�

親子教室�

　　　　　　　
内　　　　容�

�

�●泳げない人でも大丈夫。無理なく効果的な�
　指導で必ず泳げるようになります�

●健康づくりにも最適です�

●泳力向上のクラスです�
●マスターズ大会を目標に楽しくトレーニングします�

●熟年初心者、体力不足の方限定コースです�
●水中歩行から泳ぎに無理なく進めていきます�

●アクアビクス（ヌードル使用）３０分＋水泳３０分�
　のバランスの良いプログラムです�

�●腰痛改善のための水中ウオーキング、ストレッ�
　チ、筋力トレーニングと水泳のプログラムです�

●水中でのエアロビクスです�
●短時間でシェイプアップに効果的なプログラムです�

�●リズムに合わせておもいっきり身体を動かし、�
　気持ちよく汗を流しましょう�

●負担の少ない水中体操、リハビリ目的にも最適です�

�
●シェイプアップ効果の高い有酸素運動と筋力�
　トレーニングを組み合わせて行います�

●ストレッチ＋簡単な筋力トレーニング＋ウオー�
　キングの理想的なプログラムです�
●講師は元オリンピック選手の酒井浩文氏です�

●1～3才の子どもとその親が対象です�
●親子で、体操、製作、季節遊びなどを楽しみます�

期間（月）�
�

�

�

�

�

�
同上�

�
同上�

�
同上�

�

同上�

�

�
同上�

�

同上�

�

�
同上�

�
1月～3月

�

�

�

同上�

�

�

午前�

午後�

夜間�

午後�

夜間�

午前�

午後�

午前�

夜間�

午後�

夜間�

�

夜間�

午前�

午後�

夜間�

午後�

�

午後�

午後�

夜間�

午前�

�

火�

火・金・土�

火・金�

土�

土�

水�

金�

月�

水�

月�

水�

月�

金�

水・土�
�

金�

水�

月・火・水�

火および金�

�
火（12回）�

�
金�

金�

月�

火�

�

　　　時間�
�

ＡＭ11：00～12：00�

ＰＭ  1：30～2：30�

ＰＭ  7：30～8：30�

ＰＭ  7：00～8：00�

ＰＭ  3：00～4：00�

ＰＭ  7：00～8：00�

ＡＭ11：00～12：00�

ＰＭ  2：00～3：00�

ＡＭ11：00～12：00�

ＰＭ  7：00～8：00�

ＰＭ  2：00～3：00�

ＰＭ  8：00～9：00�

ＰＭ  6：30～7：30�

ＰＭ  8：10～8：40�

ＡＭ10：30～11：30�

ＰＭ  1：30～2：30�

ＰＭ  7：30～8：30�

ＰＭ  2：40～3：10�

�

ＰＭ  2：00～3：00�

ＰＭ  2：00～3：30�

ＰＭ  7：00～8：30�

ＡＭ10：00～11：30�

�

定員�
�

�

各18人�

�

�

各18人�

�

各18人�

�

各20人�

�
�

各18人�

�
�

各20人�

�

各30人�
�

�
40人�

�
20人�

�
制限なし�

�
各15組�

�
※健康増進講座受講料は3ヵ月分まで前納が可能です。�
※飯田勤労者共済会の会員の方は、年1回に限り受講料の半額（2,625円上限）の割引が受けられます。申し込みの際、会員証を提示してください。�
※受講者が極めて少ない場合は、開講不可、または曜日、時間等の変更もありますのでご承知おきください。�
�

開講日�

1カ月�
単位�
月々更新�
�

開講日�

�

健康増進講座�
�

教養文化講座�
�

サンヒルズいいだ各種講座受講生募集��サンヒルズいいだ各種講座受講生募集��
平成17年1月からの講座の受講生を12月1日（水）から募集します。（定員になり次第締め切ります）�
働いている方ならどなたでも受講できます。初めての方もお気軽にご参加ください。�
�

月6回まで受講可�
1カ月　4,200円�
�

3カ月分で　9,450円�

�

1カ月　3,150円�

�

1カ月　2,625円�

�

１カ月�
4,200円�

１カ月�
6,300円�

１カ月�
3,675円�

　　　　　　　内　　　　容�

●講師を囲んで楽しく英会話を学びます�
●レベルに合わせ「これから英会話をはじめたい人コース」と�
　「中級コース」が選択できます�
�

●初めての方でも大丈夫、パソコンの入門教室です�
●基本的な文書作成と編集、簡単な表計算とグラフ作成をします�
�
●初めての方でも大丈夫、パソコンの入門教室です�
●デジカメ画像を使ったホームページの作成をします�

●たくさんの花を上手に飾る方法や、花束作りを学びます�

●ステンシル（型染め）とトールペインティングのストローク�
　（筆使い）を組み合わせてステキな作品を一緒に作りましょう�
●手作りの楽しさ再発見！！�

各20人�
（最小10人）�

�

各20人�

15人�

各10人�
（最小3人）�

�

花代 2,500円程度�
（初回のみ花器代�
3,500円程度）�

1作品 2,000円程度�
（初回のみ道具代�
4,000円程度）�
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市民の皆さんのご意見
ご相談をいつでもお受
けします。�市長の留守番電話�

相談は無料、秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。�各種相談所（50音順）�
場　所�相談名� 日　時� 問合せ� 場　所�相談名� 日　時� 問合せ�

教 育 相 談 �

行 政 相 談 �

結 婚 相 談 �

子 育て相 談 �

消費者相談�

こころの相談日�

障害をお持ち
の 方 また は�
ご家族の相談�

かけこみ教育相談�

電 話 乳 幼 児 �
育 児 相 談 �

農業に関する
相 談 �

法 律 相 談 �
（現在係争中のものは除く）�

ボランティア相談�

税 務 相 談 �

悩みごと�

法律相談�

特 別 �

一 般 �

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

１２月１４日（火）�
１３:００～１６:００�

１２月１４日（火）�
１３:３０～１６:００�

１１月２１日（日）�
１２月１２日（日）�
１３:３０～１６:３０�
受付１５:００まで�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�
毎週土曜日�
９:００～１４:００�

毎週月～土曜日�
９:００～１７:４５�

（第１水曜日は１７：１５まで）�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

１２月２１日（火）�
１３：３０～１６：３０�

１１月１９日（金）�
１０：００～１５：００�

毎週火曜日�
１３:００～１６:００�
受付１５：００まで�

毎週木曜日�
９：００～１１:３０�

毎週月～金曜日�
９：００～１７:００�

毎週月～金曜日�
９：００～１７:００�

毎週月～金曜日�
９：００～１８:００�

１２月１０日（金）�
１３：００～１７：００�

さんとぴあ飯田�

りんご庁舎３階�

教育委員会棟�
３ 階 �

りんご庁舎３階�

さんとぴあ飯田�
（福祉会館・東栄町）�
※本人の相談が原則�
写真1枚が必要�

飯田中央保育園
（地域子育て支
援センター）�

りんご庁舎２階�

りんご庁舎３階�

さんとぴあ飯田�

さんとぴあ飯田�

さんとぴあ飯田�

専 用 電 話 �

市 役 所 本 庁 �

市役所本庁３階�

社会福祉協議会
1５３-３１８０�

飯田中央保育園
1２２-４１３３�

男女共同参画課
内線５３５２�

ハーネット・いいだ�
1５６-４４７４�

庶 務 課 �
内線  ２１１１�

家庭児童相談�
（電話でも可）�

りんご庁舎２階�

りんご庁舎２階�
相 談 室 �

保　健　課�
内線５５１５�
（予約制）�

家庭児童相談室
内線５３４４�

毎週月～金曜日�
９：００～１７：００�

教 育 相 談 室 �
内線３５８１�

専用電話（FAX兼用）�
1５３-８７３０�

児童課�
内線５３４７�

社会福祉協議会�
1５３-３１８０�

税務課�
内線５１４１�

社会福祉協議会�
1５３-３１８０（予約制）�

農業振興センター�
（農政課内）内線３５２９�

社会福祉協議会�
1５３-３１８０�

男女共同参画課�
内線５３５１（予約制）�

女
性
の
た
め
の

相

談

�

心
配
ご
と
相
談�

1５２-０６３３�

ほっとらいんＩＩＤＡ�オフトーク通信�
ほっとらいんＩＩＤＡ�

ラジオ�

■広報いいだの風�
○飯田市からのお知らせ�
　７：10～７：30�
　12：10～12：30�
　17：10～17：30

■かざこし歳時記�
○飯田市企画番組�
　月曜日～金曜日�
　11：20～11：50

テレビ�

インターネット�
http://www.city.iida.nagano.jp/

チャンネル�

お知らせ�
　6：00　 12：15　 15：00　 19：30

お知らせ再送�
　6：15　 12：30　 15：15　 19：45

ＮＨＫニュース　７：00　11：50　14：55�
※市議会開会中は、議会中継をお送りします。�

いいだＦＭ放送再送　6：00～20：30

1チャンネル�

2チャンネル�

3チャンネル�

4チャンネル�

内容・時間�

■テレビ広報�
○飯田市の政策や行事などを紹介します。�
　12月の番組は「行政評価」の予定です。�

■市民だより�
○市からのお知らせをお届けします。�
　毎日　7：20　9：20　12：20　18：20　20：20　23：20

2
いいだＦＭ�

76.3ＭＨｚ�

飯田ケーブルテレビ�

12月20日～26日   ９：30～  18：30～　20：30～�

放送日　　　　　　　　 放送時間�

■問合せ　秘書広報課　内線2125

※過去の放送を収録したビデオの貸し出しを行ってい�
　ます。お問い合わせください。�

●オフトークの故障は局番なしの113（NTT）�

市のホームページ�

チャンネル�

「かざこし歳時記」12月番組表�
放送曜日�
�
�

月曜日�
�
�
�
�

火曜日�
�
�
�
�

水曜日�
�
�
�
�

木曜日�
�
�
�
�

金曜日�

番　組　名� 内　　　容�
いいだの旬�
公民館リレー�
広報いいだの紹介�
さわやか健康�
くらしと環境�
市役所情報�
ピックアップ飯田�
ニュースイン119�
市民の安全110番�
消費生活メモ�
保育園だより�
本の散歩道�
伊那谷の自然�
伊那谷の歴史�
ふれあい福祉�
小学校だより�
元気ママ�
サークル紹介�
大好き農業�
いきいきライフ�
中学校だより�
観光情報�

いいだ、文化の窓�
［文化会館・美博�
  図書館情報］�

1週間の市内の話題を取材し紹介�
鼎公民館�
「広報いいだ」  1日号の内容説明�
健康に関しての番組�
環境保全活動の紹介�
市役所各課からの広報�
月を振り返って、市の行事を取材し紹介�
消防署と消防団による消防広報�
安全に関する情報広報�
消費生活に関する情報番組�
千栄・久米・羽場・飯田仏教・飯田中央保育園の紹介�
本の読み聞かせ�
伊那谷の動植物、季節の変化などの紹介�
飯田下伊那の歴史の一帯にスポット�
ボランティア・催し物・行事など紹介�
竜丘・丸山・上久堅・千代・千栄小学校の紹介�
松尾公民館　松尾ダンスカンパニーのお母さん2人�
三穂公民館　三穂ママさんバレーボールクラブ�
農業に関係した活動や、事業を紹介�
いきいきと暮らす高齢者などを紹介�
飯田西・旭ヶ丘・飯田東・竜東・高陵中学校の紹介�
飯田の観光情報の紹介�
文化会館の事業の紹介�
美術博物館・考古博物館の催し物を紹介�
図書館の行事や話題の本などの紹介�
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